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　初回（ 5月号）で、今回のメインテーマが『「いい
仕事」ができる関係の集団・場所をつくるために、情
報共有化を深め、共感が深まるようになっていること』
とお伝えしました。そして前回（ 7月号）は、聞く・
話すにプラス質問を活用することで、情報の共有化が
深まることをお伝えしました。
　前回は、次回の「聞く」前にすることをお伝えしま
すと述べましたが、今回は予定変更して、情報共有化
を深めるための「 3つのキク」の話です。
　「共有化」を深める、とは「言葉が通じる」から「意
味・目的が通じる」、「思いが通じる」へと深化するこ
とだと初回で述べました。
　この 3 つの「通じる」、一つ目の「言葉が通じる」
とは、言葉つまり事実情報・データ等の共有化です。
同じ言葉を聞いた、同じ文章を読んだということです。
朝の朝礼・ミーティングでの連絡やメールでの伝達と
いうことです。口頭のコミュニケーションでは「聞く」
ということです。

　二つ目の「意味・目的が通じる」とは、単に同じ言
葉を聞いたというだけではなく、その意味内容を共有
していることです。例えば、組織の使命、企業理念、
営業目標等は文章や数字で示され共有できるのです
が、その本来の意味、目的は文章を読む、ただ聞くだ
けでは十分に通じたとは言えません。関心を持ち、日々
意識していくにはなぜそのような使命、理念、目標（数
値）が重要であるのか、何のためにそれを実現・達成
しなければならないかの意味・目的まで分かる、納得
することが必要なのです。そのためには、伝え方の工
夫も必要です。また受け取る方はただ「聞く」だけで
はなく、「訊く（質問する）」ことを重ねて初めて理解・
納得することができるのです。
　三つ目の「思いが通じる」とは、伝えられた内容の
意味・目的を理解した上で、そこまでに至った考え方
や思いまでを共有して、通じた相手や周囲へ影響を与
えることです。お互いが、その考え方や思いで実際に
やっていこうという気になることです。
　以上述べてきたように、そのためには言葉を「聞く」
から始めて、関心を強く持って「訊く(質問し)」、さら
に言葉だけではなく相手の思い、考え方迄を「聴く」
という、 3つのキクを意識して使い分けることが必要
なのです。
　起こった事実や状況については「聞く」そして、そ
の理由や目的は「訊く」ことで深め、そして相手の思
いや考え方は「聴く」ことで初めて通じるのです。
　次回はこの「聞く」前に、またそれと同時にする非
常に重要なことについてお伝えしていきます。

【情報共有化を深める「 3 つのキク」】

言葉が通じる
（知っている）

　事実情報の共有化
●文書・メール・FAX・
　マニュアル・伝達会議

聞く

意味が通じる
（分かっている）

　意味・目的の共有化
●説明・確認・相談・
　背景や位置づけ情報

訊く

思いが通じる
（考え方が揃っている）

　思い・考え方の共有化
●共感・共通体験・実践・
　ふり返り・気づき

聴く

～「情報共有化を深めるための“３つのキク”」
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